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里子との交流会にて(2009ベトナムスタディーツアー・ハノイ)

私には3人の里子がお りま

す。その うち2人の子 どもと

昨年の秋に会 うことができま

した。言葉が通 じないことの

もどかしさがあるものの、ま

っすぐな瞳で一生懸命語 りか

ける子 どもたちに自分の心が

すすがれていくのを感 じまし

た。

両親を亡くし、若い姉夫婦

に養われている里子の一人

は、14歳 とは思えないくらい

体が小さく幼 く見えました。

学校では、定期的に学費を納

めていない子 どもが呼び出さ

れるそ うです。いつも自分の

名前が呼ばれるのではないか

とドキ ドキし、名前が呼ばれ

ないことで安心し、 うれ しく
思 うのだと彼は話 してくれま

した。

学校に行けること、勉強で

きることはありがたいこと。

夢を持てること、誰かのため

に頑張れるのは幸せなこと。

こんな幸せを感 じるために

障壁 となる要素はベ トナムと

日本では違つています。 しか

し、これ らは比較することは

できず、どちらも違つた障壁

を持つています。お互いが不

足 している要素を補 うこと

で、幸せを感 じられること、

そこに人と人 とのつながりが

あり、生きていることの意味

を感 じます。

に しの ゆみ

(西野由美 )
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机「ベトナム子ども基金通信」50号
会報の発行は大変な事業で

す。50号を重ねる皆さんのご

努力に敬服するばかりです。

これからもよろしくお願しヽ し

ます。

さて、この4月 に (群馬県

前橋市)公立前橋工科大学社
会環境工学科/建設工学科に
レ・バン 。フォン君が入学 し

ました。在留期限ぎりざりに

なつての査証更新が済んで、

4月 5日 雨模様の中、私たち夫

婦 といつも参加をしてくれる

神 田夫人の3人が入学式に臨

みました。式の後にささやか

な昼食をとり、満開の桜の下

で撮った写真は記念になった

と思います。フォンの上にこ

れからの時間が豊かに流れる

ことを祈るばかりです。

5月 2日 上々の天気の日にビ

ン、アン、フン、フォンと4

人そろつて我が家で生春巻き

を作つてもらいました。早々

にビールを飲みながら料理を

始めた会は、私のおい家族を

含め総勢 12名 、焼肉コースも

あってにぎやかな 1日 とな り

ました。

私の長女は、フランス・パ

リに留学中です。担当の教

授、研究の仲間、下宿の大家

さん、近所のお店やマルシェ

のおじさん 。おばさん、本当

に大勢の方にお世話になって

います。居心地のよい環境で

の生活 は素晴 らしい ことで

す。私たちも、留学生と接す

るときにはそ う心がけたいと

常々思つています。

1964年は私の大学入学の年

でした。新幹線が走 り、東京

オリンピックを学食のカラー

テレビで観た感動を覚えてい

ます。そ して2年後、新星学

寮の入寮試験をかろうじて通

過 し、今 日まで得難い経験を

させていただいてきました。

時に、1965年 2月 の北爆開始

から戦域は拡大 し、ベ トナム

からの留学生は日に日に不安

を増 していきま した。 1967

年、寮友グエン・ ドク・ホゥ
エさんはベ トナムの後輩たち

を支援す るために 「東遊学

舎」を西ヶ原に借 り受けまし

た (「 ホ ゥエ さん」 「東遊

(ドンズー)」 については、

子 ども基金のホームページ、

アジアの友 [2010 APRIL M△ Y]

をご参照ください)。 新星学

寮はアジアと日本の学生が共

同で生活をしているところで

す。 「東遊学舎」にも寮生を

というときに、私が光栄にも

第1号の寮生 となりました。

少々古びていても炊事場 。便

所・小部屋そして広間があつ

て、生活の問題はなかつたと

思います。ホゥエさんは拾つ

てきた茶わんで食事をしたな

どと言 うのですが。私は歴史

的なターム 「東遊」を具体的

な生活で共有 したのでした。

1906年ファン・ボイ・チャ

ウさんは反仏運動の武器支援

を求めることから独立運動に

は若い指導者を育てることが

重要だと、優れた青年を日本

に送 り育てることに奔走しま

した。 1974年ホゥエさんは激

しい戦況の中帰国し、ベ トナ

ムの回復に身命をかけて活動

を始めたのです。 ドンズー 日
本語学校は日本の心と科学技

術を導入すべく人材育成を目

指 し、多くの留学生を日本ヘ

送 り出しています。青葉奨学

会は将来の人材 となる低学年

生に就学機会を与え、これか

らは大学の創設が目前にある

といわれます。子ども基金を

通 して、ホゥエさんの心願成

就にほんのわずかでも協力で

きればと思つています。

(清水勇治 )

*清水さん :学生時代に新星学寮
でホゥエさんと寝食を共にする。
ホゥエさんが新星学寮を出て、ベ

トナム留学生後輩たちのための寮
「東遊学舎」を作つたとき、そこ

にホゥエさんとともに泊 り込んで

準備する。子 ども基金最初期から

の里親であり、奥さまとともに、
ベ トナム留学生のためにホームス

テイその他 日常の支援をしてくだ
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僕がここにいる理由
僕は 8年前 に 日本 に来ま
した。最初の 2年 間は静岡
市にある 日本語学校 に通 つ

て、大阪大学に入学 して、

大学院まで進学 しま した。

専攻は化学工学で した。今

年の春、大学院を修了 して

味の素エ ンジエア リング株

式会社 に入社 し、今は研修

しています。 ここまで来た

道は長かつたよ うに思いま

す。

僕 は 中学 卒 業 後 、 実 家

(北部 )を 出て、ホーチ ミ
ン市 (南部 )の 高校 に入 り
ま した。南部の方が、いろ

いろな側面で発達 してい る

か らで した。言葉、気質、

食、交通のあ りよ うな ど、

北部 と南部はずいぶん と違

いま した。 うま く比喩でき

ませんが、東京 と大阪 とい

うよ りは、東京 と沖縄以上

に、文化や歴史、食 の違い

があ ります。

そのよ うな環境の中で僕

が学んだ ことは、 「外 に出

ること」 「‖買れていない環

境 に入 ること」の大切 さと

難 しさで した。外 に出ると

自分が見え、他人の中に 自

分 の欠 点や 細 部 が 映 りま

す。人や文化、また経済や

政治 も、相互作用で動いて

いるのだ とい うことを感 じ

ま した。僕は、だんだん留

学 を考え始めま した。

日本 とい う国は中学時代

に知 りま した。ベ トナム人

は昔か ら、 日本 を 「桜」や
「日の出」 「富士山」のイ

メージで とらえ、きれいな

2010年 6月 5日 (■)ベ トナム子ども基金通信第50号

印象 を持つています。そ し

て 、 SONYや HONDA、
SHISEIDO、  △」INOMOTOを
知 らないベ トナム人はいな

い とい つて い い と思 い ま

す。 日本のバイ クは常にべ

トナム人 に人気があ り、電

化製 品は 「高いけれ ど長持

ち し機 能 も よ く、 一 番 い

い」 といわれます。僕は 日

本 の 「美 」 や 「技 」 に憧

れ、そ して、 日本 を知 りた

い、 日本の先端技術 を身に

つけたい とい う思いが膨 ら

んでいきま した。 ちょうど

その とき、ホーチ ミン市の

ドンズー 日本語学校が、 日

本への留学生を募集 してい

ま した。僕 は、 日本への留

学を決 めま した。

ドンズー 日本語学校のお

かげで 日本 に来 ることがで

きま した。 しか し、ベ トナ
ムか らの仕送 りを期待す る

のは とても無理なので、ア

ルバイ トを して生活費や 日

本語学校の学費、そ して大

学の入学金 も全部 自分で負

担 しま した。 3つ のアルバ

イ トで毎 月 、 17万 円 く ら
い稼 ぐ時期 もあ りま した。

午前 中、 日本語学校の授業

に出て、午後はスーパーの

中のお寿司屋 さん、夕方か

ら22:00ま で ラーメン屋 さ
んでアルバイ トを して、そ

れが終わつてす ぐコンビニ

のアルバイ トに入つて朝の

5:00ま で仕 事す る とい う
時期があ りま した。アルバ

イ トばか りしていま した。

ですか ら学校 に行 つても寝

るだけで した。

つ らい ことは随分あ りま

した。 しか し、それ を乗 り

越 えた ことで 自分が成長で

きたよ うに思います。 日本

に来 て本 当 に よか つ た で

す。青葉奨学会 を通 じて ド

ンズー 日本語学校 を知 り、

ホ ゥエ先生に出会 えてよか

つたです。ホ ゥエ先生をは

じめ、里親 さま、青葉奨学

会の皆 さんに心か ら感謝 し

ています。

今、僕が ここにいるのは

皆 さんのおかげです。皆 さ

んに直接 に恩返 しす ること

はできないのか もしれませ

んが、社会 に違元 したい と

思います。 まず、里親 にな

つて、子 ども基金の皆 さん

と一緒にベ トナムの子 ども

たちを援助 したい と思いま

す。 また、起業家 となって

工場 を立ち上げて母国に貢

献す るとい う目標 に向けて

仕事 を頑張つていきたい と

思います。

元青葉奨学生

(グェン・コック・カン)

*カ ン君 :高校時代に編集部・黒
羽の里子 とな り、 日本留学後に再

会。留学後 も交流が続いている。

今夏、 日本留学中のベ トナム人女

性 との結婚を控えている。

昨年末里親と松山にて
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2010年定朗会員総会開催について (通知 )

会員各位
特定非営利活動法人ベ トナム子ども基金

代表 近藤昇

拝啓 ますますご健勝のこととお喜び申し上げます①平素はベ トナム子ども基金の活動に温かいご支
援を賜 りまして厚くお礼申し上げます。さて下記の通 り2010年定期会員総会を開催いたします。ご多忙

中恐縮ですが、ご出席いただきたくご通知申し上げます。なお、会員総会は会員の3分の1以上の出席を

もつて成立します。当日総会にご出席にならない方で委任状提出のない方は、ご意見を議長に一任 した

ものとさせていただきます。ご理解 とご協力をお願いいたします。同封の
「出欠はがき」に必要事項を

ご記入の上、お手数ですが、切手を貼って、6月 15日 (火 )必着でご返信ください。
敬具

口己

日時 2010年 6月 19日 (土)午後2時から4時
場所 アジア文化会館・教室

議題 1号議案 2009年活動報告
2号議案 2009年決算報告および会計監査報告
3号議案 2010年活動計画案
4号議案 2010年予算案

総会終了後、ベ トナ人留学生 ドアン・ティ・ トゥイ
。チャンさん (元青葉奨学生、現新潟大学工学部

4年生女子)にスピーチをしていただきます。またその後で、懇親会を予定しております。ベ トナムの
友人からいただいたおいしいベ トナムコーヒーを用意しておりますので、皆さま交流を深めて、楽しい

時間をお過ごしください。お菓子、おつまみ、お酒などご持参いただければ幸いです。よろしくお願い

いたします。

■ベ トナム子ども基金2009年度活動報告

2009年にベ トナム子ども基金が受け持つた青葉奨学生 (里子)は411名 でした。会員の皆さま、ご支援、ご協力く
ださった皆さまに心よりお礼申し上げます。

2009年 9月 29日 に3,290,813円 を青葉奨学会に送金しました。その内訳は2009年度の青葉奨学金と管理費の不足分

1,652,164円 、2009年度黄梅奨学金1,453,569円 、2009年度春の木運動支援金追加分136,000円 、 ドンタイン小学校
ヘノー ト寄贈分49,080円 です。

また、昨年 10月 15日 に特定非営利活動法人となり、4月 から3月 までを年度とすることにしましたので、昨年 10月 15

日以降今年3月 までの青葉奨学会への送金は2010年 2月 12日 に送つた4,215,000円 です。内訳は青葉奨学金3,161,000

円、管理費561,000円 、黄梅基金21,000円 、春の木運動支援金472,000円 です。今回の
「春の木運動」は2009年 12月

初めから呼びかけを始め、2010年 1月 15日 までに上記の寄金をいただきました。この寄金は昨年大型台風に何度も

製われたベ トナム中部地方の被災した子どもたちの支援に使われました。

「ベ トナム子ども基金通信」は46、 47、 48号を発行しましたが、49号は年内に発行できませんでした。2010年度は

4回の発行を実現します。

スタディーツアーは参加者6猪で、10月 10日 に成田発、ハノイに2泊、フエに2イ白し、機中1イ白で10月 15日 に帰国しま

した。青葉奨学会のスタッフや里子とその家族と交流し、学校・施設訪問などを通じて、ベ トナムの教育
。社会の

実情に角虫れることができました。

事務局運営会議は任意団体のときの運営委員会と同じく、原則として毎月第3土 H醒 日の年後に開かれました。ただ

し2月 は文京区国際交流フェスタに参加しましたので、開催できませんでした。

2009年 1月 から10月 までに新しく入会された方は、里規基金会員 10名 、一般基金会員2名 、賛助基金会員5名 です。

また特定非営利活動法人になつてからの新会員は里親基金会員5名 です。今後の末長いお付き合いをお願い申し上

げます。
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■ベ トナム子 ども基金 2010年度活動計画

2010年に子ども基金が受け持つことになった青葉奨学生 (里子)402名 が安心して学業に精進できるよ

うに、奨学金支援を継続します。そのためには、どのように社会へ呼びかけたらいいのか、よく考えて

実行に移したいと思います。ホームページの更新はスター トしていますが、協力留学生の皆さんの力を

お借 りして、更新のスピー ドアップを図りたいと思います。

懸案の子どもたちとのやりとりは、昨年よりはいくらか好転したとはいえ、まだまだ十分ではありませ

ん。翻訳ボランティアの皆さん、青葉奨学会スタッフと在日ベ トナム留学生の皆さんのご協力の下に、

子どもたちと里親の皆さんとのよリスムーズなコミュニケーションを目指して努力します。

今年の「春の木運動」協力寄金は昨年大型台風に何度も襲われたベ トナム中部地方の被災した子どもた

ちの支援に使われました。今年末からの活動も早目に呼びかけを開始し、厳しい条件の下で頑張つてい

る子どもたちがお正月を迎えるために、少しでもお役に立ちたいと思います。

事務局運営会議は、今年度も毎月第3土曜日に開催を予定しています。会議の後に、主に留学生の皆さ

んからベ トナムのさまざまな分野についての率直なお話を伺 う勉強会があります。会員やご友人の皆さ

まの参力日をお待ちしています。

「ベ トナム子ども基金通信」は引き続き、子ども基金の支援の様子と青葉奨学生 (里子)た ちの気持ちを

できるだけお伝えしていきたいと思います。昨年は3回の発行に終わりましたが、今年は年4回の発行を

予定しています。

里子訪問スタディーツアーは今年も行 う予定です。内容が決まりましたら、皆さまにご連絡差し上げま

す。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

2009年度事業報告
2009/10/15'Ψ 2010/3/31

1事業の成果

経済的理由等により教育を受ける機会に恵まれないベトナムの子どもたちに対して奨学金を支給するとともに、台風被災

地の小中学校への支援を行つた。また、活動の様子を知らせるために講演会、勉強会等を行つた。

2事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 内容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象者の

範囲及び人数
支出額

(千円)

奨学金
支給事業

ベトナムの子どもたちに奨学
金を支給した

2月 ベトナム全域 10人 就学が困難な児童生徒370人 3,182

その他の

事業

台風被災地の小中学校、孤
児院等への支援 (春の木運
動)を行つた

1-2月 ベトナム中部 3人 就学が困難な児童生徒、障害児800人 1,033

交流事業
会員と関係者との交流のた枕

に、講演会、勉強会等を実施

した

12月 、1月

3月
法人事務局 4人 会員と関係者60人 0

情報交換
事業

文京国際交流フェスタに参加
し、PR及び情報交換を行つた

2月 東京都文京区 10人 一般市民不特定多数 0

ホームページを充実し、活動
内容の紹介と国際交流の啓
発を図つた

随時 法人事務局 2人 一般市民不特定多数 0
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科 目 金額 (単位 :円 )

I資産の部
1流動資産

現金預金

現金

普通預金

みずほ銀行駒込支店 (1)

みずほ銀行駒込支店 (2)

みずほ銀行駒込支店 (3)

郵便振替口座 (1)

郵便振替口座 (2)

郵便貯金

流動資産合計
2固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

負債合計

正味財産

29,255

193,862

11,205

10,356

506,060

0

14,091

764,829

0

764,829

0

764.829

2010年 6月 5日 (土)ベ トナム子ども基金通信第50号

2009年度特定非営利活動に係る事業会計財産目録

2010年 3月 31日現在

2009年度特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表
2010年 3月 31日現在

科  目 金額 (単位 :円 )

I資産の部
1流動資産

現金預金

未収入金

流動資産合計

2固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

負債合計

Ⅲ正味財産の部

764,829

0

764,829

0

764,829

０

中

764,829
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2010年 6月 5日 (上)ベ トナム子ども基金通信第50号

2009年度特定非営利活動に係る事業会計収支計算書
2009年 10月 15日 から2010年 3月 31日まで

科  目 金額 (単位 :円 )

(経常収支の部 )
I経常収入の部
1会費収入

会費収入

2寄付金収入

賛助金収入

黄梅基金収入

春の木運動収入
3その他収入

利息収入

任意団体からの繰入金

経常収入合計

Ⅱ経常支出の部
1事業費

(1)奨学金事業

(2)その他の事業
2管理費

役員報酬

家賃 (光熱水費込み )

備品日消耗品費

通信運搬費

印刷製本費
交通費

雑費

経常支出合計

経常収支差額

Ⅲその他資金収入の部

合計
Ⅳその他資金支出の部

合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

(正味財産増減の部 )
V正味財産増加の部
1資産増加額

当期収支差額 (再掲 )
2負債減少額

増加額合計

Ⅵ正味財産減少の部
1資産減少額
2負債増加額

減少額合計

当期正味財産合計

1,588,000

61,289

41,205

472,000

4

3,096,028

37182,000

17033,000

50,000

86,784

13,538

75,959

16,026

247800

11,590

764,329

1,588, 000

574,494

3,096,032

4,215,000

278,697

764,829

0

0

0

5,258,526

4,493,697

764,829

0

0

764,329

764,829

764,829

0

764829

注 :任意団体の「ベトナム子供基金」から、昨年10/15に NPO法人化されてから
事業年度の期日3/31までのご報告となります
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2010年 6月 5日 (上)ベ トナム子ども基金通信第50号

2010年度特定非営利活動に係る事業会計収支予算書
2010年4月 1日 から2011年 3月 31日まで

科  目 金額 (単位 :円 )

(経常収支の部 )

I経常収入の部
1会費収入
2寄付金収入

賛助金収入

黄梅基金収入

春の木運動収入

3その他収入

利息収入

前期繰入金

経常収入合計

Ⅱ経常支出の部
1事業費

(1)奨学金事業

(2)支援事業費

黄梅基金支援

その他の支援

(3)交流事業
「通信」発行

スタディツアー

(4)情報交換事業

ABK祭り等への参加
ホームページ維持更新

2管理費

役員報酬

人件費

家賃

電話架設費

備品・消耗品費

光熱水費

通信運搬費

5,300,000

1,500,000

8007000

250,000

50,000

30,000

10,000

120,000

360,000

120,000

50,000

40,000

40,000

190,000

200,000

120,000

70,000

30,000

6,000,000

2,800,000

765,829

7,940,000

1,310,000

30,000

9,565,829

注 :NPO法人を設立する時は2年分の事業計画書を都庁へ提出しなくてはならいので

22年度の事業計画は前回の総会で決議済みです
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2010年度事業計画
2010/4/1´▼2011/3/31

1事業実施の方針

経済的理由等により教育を受ける機会に恵まれないベトナムの子どもたちに対して、奨学金を支給し、学校建設や教育施

設・改修し、教育環境を改善していく。また、活動の様子を知らせるために通信を発行して、会員と関係者との交流に役立て

る。

2事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 内容
実施
予定日時

実施
予定場所

予
数

事

人

従
定

受益対象者の

範囲及び予定人数

文 出

見込額
r平 田 ヽ

奨学金
支給事業

ベトナムの子どもたちに奨学金
を支給する

10月

3月
ベトナム全り 10人 就学が困難な児童生徒400人 5,300

学校建設
施設改修

事業

学校建設及び施設改修
10月

3月
ベトナム全切 5人 辺地の児童生徒600人 1,500

その他の

事業
経済困窮地域の小中学校、孤

児院等への支援 (春の木運動 )
1月 ベトナム全り 3人 就学が困難な児童生徒、障害児800人 800

交流事業

会員と関係者との交流のため
に「ベトナム子ども基金通信」を
発行する

1月 、4月 、
7月 、10月

法人事務局 5人 会員と関係者500人 250

スタディッアーを実行する 10月 ベトナム 3人 会員約15人と生徒及び学校関係者学翻 50

情報交換
事業

ABK祭り等に参加し、他団体
との情報交換を行う

9月 ～ 11月 東京都内 5人 一般市民不特定多数 30

ホームページの充実を図り、活

動内容を紹介し、国際交流の

啓発を図る

随時 法人事務局 2人 一般市民不特定多数 10

トナムからの

充実 した大学生活を

送つています

フォンロティ Bミ ン Hチヤン

長い間、里親さまとお話しし

ていませんね。青葉奨学金は高

校を通じて頂いていたので、卒

業してから里親さまに手紙を送

ることができなくなりました。

この前奨学会の職員の方から、

里親さまが私のことを尋ねてい

た と聞いて、 うれ しかつたで

す。

さて里親さま、私は今、大学

2年生にな りました。大学での

勉強は高校より何倍も難 しいで

す。さらに先生は高い学力を求

めます。もつと勉強し、前より

効果的な勉強方法を探さなくて

はだめだと思いました。その方

法として、グループ行動は新鮮

ですが慣れないので、最初はう

まくできませんでした。時には

けんかにもな りました。 しか
し、だんだん1買れてきてグルー

プで仕事すると、効果的だと実

感 しました。一緒に考え、アイ

デアを出し合い、ディスカッシ

ョンします。もちろん、一人で

やるよりずつとよい結果に結び

つきます。特に、けんかした後

に、みんなが反省 し間違いを認

め修正しますが、とてもいいこ

とは、友達とのきずなが深まる

ことです。成長するためには、

グループ行動が一番の近道だと

私は思いました。

私の学校の先生方はみんな親

切で熱心です。初めのころ、大

学の環境に慣れるか心配 しまし

たが、今 は楽 しくや っていま

す。先生方はベテ ランぞろい

で、学生が求めていることは何

でも教えてくれます。勉強のこ

とだけでなく何でも気軽に聞く

ことができます。

今年の夏休みにボランティア

活動に参加 しました。私たちは

目の見えない方に新聞や本など

を読んだ り、文字を教えた りし

ました。ほかに録音をして、勉

強道具などを作 りました。楽 し

かったです。皆さん目が見えな

くても、 日常生活にはあまり大

きな影響がないようで、自信を

持って、努力 し成功 していらっ

しゃいます。本当に尊敬できる

方々でした。

また、グリーン・サマーとい
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う別のボランティア活動に参加

しました。ボランティア団体の

青い制服を着て、高校生たちの

大学受験とご家族の手伝いをし

ました。それは大学生ボランテ

ィアの特徴ともいえ、誇 りであ

るともいえます。ベ トナムの夏

の太陽の下でほとんど立ちっぱ

なしの3日 間でした。本当のこ

とを言 うと、疲れきつてやめよ

うか と思つたこともあ りま し

た。しかし、ご家族や高校生た

ちから感謝の言葉をもらつて、

心が温かくなり、うれしかつた

です。参加 してよかつたと思い

ました。ボランタィアの青い制

服を着ていると、皆さんが優 し

くしてくれたり、いろいろ声を

かけてくれたりします。ボラン

ティアを終えると、みんなで寮

に集まり、歌つたり話 したり面

白いゲームなどいくつもや りま

した。そのことは私の忘れられ

ない夏休みの思い出です。

まだまだたくさん話 したいこ

とがあります。 これからも私の
ことを忘れずにいてほしいと思

います。里親さまのことはいつ

も感謝し、尊敬しています。

最後になりましたが、里親さ

まとご家族の皆さまのご健康、

ご成功、そして、幸せをお祈 り

いたします。

幸運は自分の中に

グエン ロティ ロ

タィン ロフェン

敬愛する里親さま

人々は “幸運"と いうことを
どのように感 じているのでしょ

うか。私はそれをとても素朴な

意味で感 じます。つまり、私に

とつては、両親から生まれ、兄

とともに両親の愛情の下でここ

まで育てられたことが、大きな

2010年 6月 5日 (上)ベ トナム子ども基金通信第50号

幸運だと思つています。兄は、

勉強はそれほどできませんし、

両親もお金持ちではありません

が、彼 らは素朴な労働者です。

私は彼 らの愛情に包まれて生活

しています。それはとても幸運

なことだと思つています。

私はいつも両親を喜ばすこと

ができたらいいな、と望んでい

ます。親にとつては子 どもが成

功するのを見るのは、何よりの

喜びです。それを実現するため

にも、私は頑張って勉強 してい

ます。両親を喜ばせた り、母の

病気を治 した り、両親の苦労を

軽減 した り、また社会に貢献で

きるように勉強 しています。高

校になって省の専門学校に受か

り、2007年 から子 ども基金の奨

学金をもらい、今年も里親 さま

から支援をいただいています。

これも私にとつてはとても幸せ

なことです。 しかし幸運・幸福

は自分からは来ません。ほとん

どは各自の努力によります。

里親 さまの支援は私にとつて

は物質的なものばか りではな

く、精神的にも大きな贈 り物で

す。遠い 日本の心優 しい人が、

勉強が好きなベ トナムの恵まれ

ない子 どもたちと一緒に困難を

分かち合つているのを感 じてい

ます。

里親 さま、ベ トナムで私に会

ったことを覚えていますか。会

う時間も短 く、また言葉も違 う

ためあまり長 く話 し合 うことが

できませんでしたが、私は里親

さまが私に抱いている気持ちを

十分に感 じました。そのときか

ら私は日本へ留学 したいという

気持 ちを抱 くよ うにな りま し

た。第1は役 に立つ人間になる

ためには知識が必要だと思つた

こ と。第 2は 里親 さまに会 つ

て、いろいろ里親 さまと話 した

いのです。第3は 日本、 日本人

が好きで、富士山と桜を見るの

も好きなためです。

里親さまと撮った写真は自分

の勉強する机の隅に置いてあり

ます。そうすれば、毎日里親さ

まの顔が見られます①また里親

さまの期待を裏切らないように

頑張らなければと決意を新たに

できます。

後 3カ 月近 くで大学入試 で

す。大事な試験です。自分の希

望、夢を実現するために頑張り

ます。

里親さまはお忙 しいだろうと

思いますが、お手紙をお待ちし

ています。

里親さま、子ども基金の皆さ

まの健康、幸福、また仕事がう

まくいきますようにお祈 りしま

す。

健康で役に立つ

人になりたい

グエンロテ・クォン

敬愛する里親 さま

初めて遠い 日本から里親 さま

の手紙をもらったのは、ちょう

ど新学年の入学 日の翌 日で、私

はとてもうれ しくて、すぐ開け

て読みました。私は繰 り返 して

3回 も読んで、3回 目には大きい

声で両親 と2人の姉に聞かせま

した。

里親 さまの手紙を読んで、あ

ま りに感動 したので涙がほおに

流れて、のどが詰まりました。

親切 な人 に会 えた と感 じま し

た。里親 さまとご家族の皆 さま

が元気でいらつしゃることを知

ってうれしいです。

里親 さまから心のこもつた手

紙をいただきましたので、私も

勇気を奮つて、里親 さまに私の

家族、生活、私の毎 日のことを

書きます。
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私は幼稚園へ行 く 5歳のとき
から、 リュウマチにかかつてい

ます。前学年に再発 して、第 1

学期の初めに私は 2週間入院 し

て治療 しました。ですから、今

期は 「優秀」の成績が取れず、
「良」の成績 しか取れませんで

した。里親さま、両親、先生方

の期待に応えることができなく

て、 とて も寂 しく思つていま
す。

承の家族は父、母、姉が2人

と私の5人家族です。父は43歳

で、1990年から現在まで精神を

忠っています。病気にかかつた

ばか りの数年は、父はまだ母の

家事を手伝つた りしていました

が、この7年間はほとん ど何 も

できません。

母は47歳で、父の薬代 と家族

の毎 日の生活費のためにわが家

の約 1800ポの田んばを耕 し、ま

たそのほかによその うちへ手伝

いに行つています。

わた しの一番上の姉は 17歳

で、高校3年生です。姉も小学 3

年生からリュウマチにかかつて

います。姉はまた重度の近眼で

2010年 6月 5日 (土)ベ トナム子ども基金通信第50号

すので、勉強も大変です。でも

姉は頑張つて勉強して、毎学年
「良」の成績を取って、賞状を

もらつています。

2番 目の姉は14歳で、中学4年

生です。毎 日私は学校へ行 くと

きに、この姉に自転車に乗せて

もらいます。帰 りは私の学校は

姉の学校より早く終わるので、

私は歩いて帰 ります。

毎 日私は朝起きると、母 と姉

たちが朝ごはんの準備 と洗濯を

している間に、寝具を片づけて

家の掃除をします。学校が終わ

ると、40分歩いて帰 ります。家

に着いてから着替えて、それか

ら母の晩ごはんの用意を手伝い

ます。家にはガスコンロも電気

コンロもないので、わが家はわ

らを使つて調理 します。父は一

人で留守番をしていて、寂 しい

だろうと思います。父は私が家

に帰 ると、時々私の頭 をなで

て、「いい子だ」と言つてくれま

す。

母は私に 「あなたはしっか り

と勉強 して、社会に役に立つ人

間になりなさい」 と言います。

「そのためにはいくら苦労して

も、またお金を借 りるようにな

つても、あなたのために喜んで

働きます」とのことです。です

から毎日学校から帰って母の手

伝いができるように、私は自分

が健康であるように望んでいま

す。私の夢は、高校を卒業して

から兵士になって、国が必要と

するならどこへでも行つて、国

のために尽くすことです。

里親さまに支援をいただくよ

うになってから、もう1年近 く

になりました。里親さまの支援

は、私の勉強に対して大いに励

ましを与えてくれます。私は奨

学金を教科書や勉強道具を買う

のに充てています。そのおかげ

で母の負担もいくらか減ってい

ると思います。

次回、また里親さまといろい

ろ話したいと思います。里親さ

まとご家族の皆さまの健康、幸

福をお祈 りします。

0事務局から
◆ ご入 金 報 告  ご支援ありがとうございます 0贋不同 。敬称円各) (「 新」は新規会員 )

2010年 3月  里親基金 川名一幸 東京美装 「従業員ボランティア基金」 北川美香子 斯波悦久
渡辺員理子 中台正四 長谷川博勇 野村利実 黒羽宏 上村由紀 (新)松 田員 清水勇治
賛助基金 水谷美奈子 斯波悦久 望月良憲  黄梅基金 佐藤郁夫
2010年 4月 里親基金 橋本進司 くにたち国際友好会 “WING" 植田泰史 伊藤栄子 米花伸子
長澤俊明・理恵子 小原洋二 荒川勝 中村一恵 国松文子 岸田範子 海老原かつ子 小林初江
山之内美佐子 加藤光枝 仙波広雄 小山雪子 須田美智子 中野洋一 方賀善正 小谷瑠璃子
渡辺マリ 石田晴子 塩谷隆 中村伸 堺ゆみ 古池幸生 原二郎 東京西北ロータリークラブ
大島智宏 千田幸子 近藤玲子 北野真美 図枝武士 斎藤敦 光武まち子 鈴木信 豊裕晃
吉原とも子 金城清喜 姜只成 松原好直 関沢紀 塩野俊恭 曽我敏子 市来未帆 大西好宣
佐々木幹子 永井輝― 。あさみ 井上富雄 小岩井元雄 松原美知子 山本剛彦 筒井昌子
持田利子・和正 光武福見 野村利実 小田正和  一般基金 原孝雄 工藤幹雄 杖井琢哉
敷晃知 外山経子 高道俊彦 馬杉栄一 長谷博幸 加藤純二 金井健吾・雅子 小田正和
賛助基金 桂伸子 細川敦子 土田真康 長瀬 りつ 越知誠一 関沢紀  黄梅基金 橋本進司
中村一恵 芳賀善正

お願い :通信送付の際の封筒宛名に、里親会員と一般会員になられている方には、会員番号と最終入
金日が記入されています。年会費の納入をお忘れなきよう、お願いします。
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2010年 6月 5日 (上)ベ トナム子ども基金通信第50号

◆ ベ トナ ム 子 ど も 基 金 会 員 募 集 !倣 人・矢日人をお誘�ヽください。ご協力をお願いします !)

里親基金 :年額1口 20,000円

学生会員 :年額1口 10,000円

特定の子どもに「里子」として奨学金を支給する「里親」になっていただきま

す。ベ トナム青葉奨学会から、子どもと家族の状況を説明する履歴票が届き、

里子との手紙のやりとりができます。

一般基金 :年額1口 12,000円
子どもたち全体の「里親」という関係を想定しています。通信を通じて会の運

営報告、子どもたちの様子などをお伝えします。

賛助基金 一般基金に準じます①金額、回数などいっさい自由です。

学校建設黄梅基金
青葉奨学会と相談の上、ベ トナムの辺地に学校を建設します。該当学校に青葉

奨学金を併設することも可能です。

個別黄梅基金 :1口 30万円以上
個人またはグループで黄梅基金を設立し、預金利子を奨学金とします。基金の

名前、支援地域・学校等は、ご相談の上決定します。

ベ トナム黄梅基金 :1口 10j000円 複数のベ トナム子ども基金会員で基金を設立し、預金利子を奨学金とします。

・ベ トナム子ども基金へのご寄付は、下記の口座にお願いいたします。NP01ヒで口座番号が変わりました

口座名(共通)特定非営利活動法人ベトナム子ども基金 (カ ナ):ト クヒ)ベ トナムコドモキキン
里親基金用(一般、賛助基金を含む)

郵便振替 001006546799  銀行(みずほ銀行駒込支店)普通H21865
黄梅基金用(個別寄付、学校建設を含む)

郵便振替 001304552361  銀行 (みずほ銀行駒込支店)普通H21873
・ベ トナム子ども基金への電話・FAX連絡先が新しくなりました。ただし、日中嘩留守電対応となります。

新電話・FAX:03-394卜2415(日 中は留守電)

◆事務局だより

NPO法人ベ トナム子ども基金は、 「総会」 「理事会」と日常の問題点などを話し合 う「事務局運営会

議」によつて運営されています。事務局業務は、ボランティアスタンフによつて行われています。皆さ

まお忙しい中、会の発展のためにご尽力いただき感謝申し上げます。

事務局は、ニュースレターの発送業務、翻訳、イベントの企画・準備など、事務局業務を補佐してい

ただける方を随時募集 しています。ボランティアスタンフとしてご登録いただいた方には、お願いした

い業務やミーティングをその都度、事務局からお知らせしますが、ご都合のよいときだけ参加すること

が可能です。現在、留学生からシニアの方まで、職業も年齢もバラバラの老若男女が、無理のない範囲

でお手伝いくださつています。興味のある方はお気軽にお問い合わせください。 (事務局長 樋川 )

☆それぞれ担当を紹介させていただきます。
・青葉奨学会との連絡  近藤
・会員管理
・通信編集
・翻訳
・事務局運営会議
・スタディーツアー

近藤、坂本

黒羽、西野、北川、今井

早川、浅利、南、チー、べ

中原、原、上野

黒羽

。経理
・HP更新管理
・発送

トナム人留学生の皆さん
。里子手紙
・総務

近藤、並木

黒羽、フイ

小河原、本間

吉原

奥山

*基本的に毎月第3土曜日の14:00～ 15:00までアジア文化会館にて事務局運営会議 (通信49号で発表
いたしました 「運営委員」は 「事務局運営委員」と名称を変更させていただきます)を開催 していま
す。また、15:00～ 17:00は、 「ベ トナム勉強会」を開催しています。両方ともどなたでも参加可能
ですので、会の発展のために皆さまのご参加・温かいご意見をお待ちしております (行事により日程

の変更もありますので、お手数ですがご参加いただける方は、事前に事務局までご連絡をお願いいた

します)。

ベトリーA罪尋夢ミづき弓圭斐当  QuY HOC BONG LA XANH  眉邑言舌 : 84-8-8477359  FAX: 84-8-3477527
C/O TRUONG NHAT NGU DONG DU 43D/46 Ho Van Hue, O Phu Nhuan, Ho Chi Minh, Viet Nam
「ベトナム子ども基金」は、ベトナム現地の「青葉奨学会」を通してベトナムの子どもに奨

学金・支援金を贈つています。

印昂1:Eネ ットプリント
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